































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 33 号（2013 年 3 月 20 日）
したように前述の答えが返ってくる。
「親なんて勝手だよ。自分の都合ばかり他人（ひ
と）に押し付けて」，「オレの気持ちなんかちっ
とも分かってくれないヨ」。
　彼らの言い分に耳を傾けると，きまって理解
のない親，身勝手な親を嘆く。
「お前なんか居なくてもいい!」，「出て行け!」
のひと言を待って，売り言葉に買い言葉で，プ
ンとふくれたまま飛び出してしまう。血肉を分
けた親子ですら感情を上手に相互に伝達できず
にいる。耐性の乏しい子どもにも大いに責任は
あるが，上手に自立させられなかった親の責任
は更に大きいと思う。
　仕事の忙しさにかまけて自分の子どもの感情
をつかみきれなくなってしまった親。親が忙し
いことを良いことに，身勝手な行動をとる子ど
も。因は深い。対等な関係に自らを置くから「叱
られた」とは言わずに「ケンカをした」となる
のだろう。
　精一杯背伸びして大人になりたがる子どもた
ちに，他人（ひと）を思いやる気持ちの大切さ
を家族社会で学ばせなければ誰が教えられるの
だろう。
◎相談室の窓　「アルバイト」
〔昭和61年10月＊＊日（＊）〕
 「小遣いがなくなると，ファミコンのソフトを
回してもらって友人に売っています」
「もう50本位さばきました」
「ハードの方も専門にさばいてくれる店があっ
て，友人のものを3台ぐらいさばきました」
　これは，先日ある事件の事情を聞いている際
に耳にしたＡ君のことばです。わずか1年半ほ
どの間50本のソフトが売買されたのが事実な
ら驚異です。近くに住む知人から仕入れて販売
したと彼は言っています。商行為上権利無能力
者の中学生に商いをさせる大人にも疑問を感じ
ますが，中学生からファミコンのハードを預
かって販売してくれる店が存在することにも怒
りを覚えます。
　子どもは，割合たやすく小遣いを入手できる
方法として受け止めていたのでしょうが，ファ
ミコンブームの陰に大人社会の“やらせ”がち
らつきます。彼にとって“アルバイト”で片付
けられてしまうこと，そして中学生の間で千円
単位のお金がやり取りされていることが驚異な
のです。
　お宅にあるファミコンも子どものオモチャで
すませるのでなく，前述のようなことも話題に
供して，扱い方についても十分話し合って欲し
いものです。
◎相談室の窓　「登校拒否」
〔昭和61年12月20日（土）〕
　文部省の実態調査によると昭和60年度の登
校拒否は，10年間で3.6倍に増加し，各機関で
受けた相談は8千件を超えるという。市の養護
教育相談センターでの取扱も400を超えるらし
い。
　本校においても昭和59年度から急増し，こ
こ3年の間に20例を数える。学級や部活動に
おけるトラブル・いじめ・怠けによる休み・病
弱・転入学に伴う馴染めなさ・家庭環境の崩壊
等々，原因らしきものをあげれば一人ひとり異
なるものを発見することができるが，“情緒の
不安定”というところは共通する。つまり，登
校拒否に陥るきっかけは様々だが，“情緒の不
安定”や“心の病”という部分は共通している
と思う。その“病”や“不安定”を築き上げてき
たものこそが，登校拒否の原因と言えるのでは
ないだろうか。私はいくつかの事例に直面して，
彼らは自分の感情をうまく伝えられないばかり
でなく，他人の感情をも自分のものとして受け
止められないことに気づいた。感情のやりとり
に障碍を持つものが登校拒否に陥りやすいのな
ら，それはまぎれもなくとりまく大人の責任で
はないだろうか。
◎相談室の窓　「マラソン大会」
〔昭和62年3月6日（金）〕
─ 133 ─
相談室の窓－公立学校の教育相談室から見た中学生の姿－
　最終回のものは，当時のＰＴＡ広報誌に掲載
された形で示した。
（注）
※１　筆者は1976（昭和51）年4月から1987（昭
和62）年3月まで11年間に渡り横浜市立永
田中学校に勤務した。30代の後半にあたる4
年間，生徒指導専任教諭に任じられた。
